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先日は電話で失礼。あノ)日
の午後、我々の NPT問 題研究会で大塚さんから広島におけ

る原産集会の報告一 l・1日 夜√
)市民との対話集会を含めて

一の話を聞きました,それによ

ると司会を務めた森さんは、感情の高
まりが押さえ切れずに時々発

=を
中断して涙を流し

ていたと言う事で、いかにも情景が目に浮
かぶようで、彼燥後σ)高熱の果てにリング

ソレ́注

射でやっと命を取止めた貴方としても感
慨無量であつたと選、います Jと にかく良く志

を守

ってこの 1年間の準備期間a)1踊
「核廃絶 Jを 貫 i散 して くれたと、反核の

一 人として感謝し

ます◇ご苦労様でしたⅢ原子
∫́りi~業団体としては正に画期的な事で

一九 も日本でしか起こ

り得ないかも知れません′が
一、来年√)NP■

・再検11 1二 長会議を控えて、情勢が高まり
つ

つある時に、時宜を得た行動でしらり、宣言
であつたと思います .

当方も貴方の騨尾に

'い

て、年■生活a)安定性を活用して、退職の挨拶
でも述べたよう

にささやか動きを続けています :一つは
1`lC leal｀ fi｀ ee wol｀ ||を 目指して、当面は来年のN

PTを 百標とうる、決見、,il都 、人浅:な どし
',諸見に支えられメし上記の勉強会てす。大塚

さ

んを通して原産からも資II画 などで1世話
になっている様です この 1月 以来、服部さん達

が開いている神奈川√)「 NPT連 続ゼミ十一Jで 、2月 に報告
をしましたが、これには原

産の石塚さんが出席していた
の
｀
で
｀
、
~部は耳に入つているかと層、います。

11月 の最終会の

「今後の活動方針」への私の提案
√)コ ピ をFl封 します .私のNPT問 題への現在の哲学

です。

もう一つは SuStalilable sOSlety for evel｀
です :今の大量生産、大量消費、大量廃棄

で oom‖ ercialiSmの 嵐の吹き荒れるI均
量宣伝の社会を何とかして、同時までも長続

きの出

来る世の中にしようという物で、
「核」が短期の緊急対策とすると、これは長

期の対策で

す。今年の春分の連体に神戸で第
1回の実行委員会が在つて参加して来まし,た 。現状で

も

厳しい南北問題、倍増は堅
い人口i普加問題、中国だけでも大変な

エネルギー問題、そして

有限な環境問題と、特に日本列島
が埋まりそうな廃乗物問題、地球の将来は

これらの連立

方程式の境界条件下で解を探す
ことになります。現状の経済方式では正に絶望

的ですが、

これを21世紀中に何とかしないと、折角非核の世界が実現出
来ても無駄になります .

以上の二つが私の現在1寺 って
いる危機意識で、生きている間に方向性だけ

でも打ち出し

て行きたいとと言う大歓一生きて
いる内には成就は殆ど期待できない

一を抱いて、毎日忙

しく暮らしています .          
昨日の小沼さんのPugwashの会合に出席しま

さて先日の森さんとの対話に刺激され
て、

した。少しは役に建つかとも思え4)の
で、今後も出る積もりです。ここで豊田利幸

・今井

隆吉両氏の初顔合わせが在りました.先日日本
のNPT加 盟の前に書かれたと言う、中曽

根の日本核武装検討書なるものを読
みました中今井さんでないと書けないだろうと思

われ

る部分も在りましたが、クト交問題が未検詞
で全体はややお粗末なLl象でした。

最後にPU問題ですが、沸のECHOL[POLVTECH.の
「SPXと 軍事用Pt!生産 Jの関係の資料

を同封します。私はFBRの実用 |ヒには核廃絶、少なくとも賢界的
な核の使用禁上が不可

欠と思います。従つて平和のために
も、原子力の正しい利用のためにもまず核廃絶

です。

今の日本の政治屋どもの、志を欠
いた権利欲のみの離合集散には愛想が尽きます

が、し

かしこれが日本現実と在れば、ここから出発
せざるを得ません.連体にゆつくり休んで

｀
再

び行動開始と行きましょう,奥 様にも宜しく[ お元気で:    
立花 昭 拝 .
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